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１．政策提言の背景 ～オリンピックキャンプ地の必要性とレガシー～

地方に広がる事前キャンプ

日本には47都道府県あるが、500か所と予想しても、単純に
1つの県に10近くのキャンプ地が来ることになる。

204か国 33種目 6732か所
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キャンプ地に求められる３つの要素

人

（ボランティア）

競技場宿泊場所
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１－２．事例分析 キャンプ地のレガシーとは？

先行事例① ～大分県中津江村～

カメルーン代表を応援する村民 W杯後、大会、合宿地として活用されるグランド

出典；http://www.plus-blog.sportsnavi.com/kabosu/article/51出典
http://image.search.yahoo.co.jp/search?p=%E4%B8%AD%E6%B4%A5%E6%B1%9
F%E6%9D%91&search.x=1&tid=top_ga1_sa&ei=UTF8&fr=top_ga1_sa#mode%3D
detail%26index%3D0%26st%3D0



１－２．事例分析 キャンプ地のレガシーとは？

先行事例① ～大分県中津江村～

・２００２年 ＦＩＦＡワールドカップ

・カメルーン代表の事前キャンプとして利用。（滞在期間5月24日～31日）

・主な練習施設：鯛生スポーツセンター

獲得したレガシー

・中津江村（現在は村としては消滅）の知名度アップ

・カメルーンとの交流 ⇒ カメルーン杯の開催、スパイクの寄付など

・サッカーの合宿地として ⇒ 年間15,000人が訪問！

・地元のサッカー振興 ⇒ 鯛生スポーツセンターの年間利用者数は目標の3万
人を上回る3万8000人

たいお 



１－２．事例分析 キャンプ地のレガシーとは？

先行事例② ～長野県松本市～

・２００２年 ＦＩＦＡワールドカップ

・パラグアイ代表の事前キャンプとして利用。（滞在期間5月19日～27日）

・主な練習施設：信州スカイパーク アルウィン

獲得したレガシー

・プロサッカークラブの創設 ⇒ 松本山雅ＦＣ設立へのきっかけになった。

・チラベルト杯の開催・継続 ⇒U12が対象、2016年で第15回、参加チーム87
出典；http://image.search.yahoo.co.jp/search?p=%E3%82%A2%E3%83%AB%E3%82%A6%E3%82%A3%E3%83%B3&search.x=1&tid=top_ga1_sa&ei=UTF-
8&fr=top_ga1_sa#mode%3Ddetail%26index%3D4%26st%3D0



現状のまとめ

①東京オリンピックには多くのキャンプ地が必要。日本全国の町にチャンスがある。

②キャンプ地には、一定水準のスポーツ施設・宿泊場所・地域の人の支え（ボランティア経
験、組織）が揃っているという利点がある。

③キャンプ地を上手に活用することができれば、大会以降もその地域に残った遺産（レガ
シー）を活用して、スポーツを通したまちづくりにつなげることができる

野球の町として、町づくりに取り組んでいる「徳島県阿南市」で、

どのようなレガシーを残し、町を活性化していくことが可能なのか、検討を行った。
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～阿南市＝野球を目指して～

阿南市の現在

「野球のまち阿南構想」として、野球のまち推進課を設置

・少年野球の全国大会の開催

・大学野球や北信越地区の高校野球チームの

全国選抜大会の直前の強化合宿の誘致

「野球といえば、阿南市」というブランド力を持った町づく
りを展開しようとしている！！

・徳島県東部
・人口 72,631

・産業タケノコ生産量日本一

10http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1477546226/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9rb3RvYmFuay5qcC9pbWFnZS9kaWN0aW9uYXJ5L25pcHBv
bmljYS9tZWRpYS84MTMwNjAyNDAwODM3NS5qcGc-/RS=%5EADBt0YYDzPeyfOrzvLSVvkF0dWKcBk-
;_ylt=A2RCL5tyPxBYLXAAfBOU3uV7;_ylu=X3oDMTAyN3Vldmc1BDAD;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUm9TYzZBb1FWTDBJN29wNHRtSnQyV0
NpYVE3b0drbUhvTV9wUlNJR0dZOUVkUGhhd0xnVm0yZFE4BHADNlppXzVZMlg1YmlDBHBvcwMxNARzZWMDc2h3BHNsawNzZnN0BHR1cmwD



2. 政策提案 （作戦フロー）

阿南市が五輪キャンプ地になる！

現在以上に
・野球関連施設
・宿泊環境
・ボランティアの量と質の向上
⇒ レガシーとしての資源

政策提案２
スポーツ合宿の聖地化

政策提案１
国際交流プログラム

野球のまち 阿南 として国内外へブランド構築
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キャンプ地が決まるまで

【キャンプ誘致の方針を決定する】

【キャンプ誘致の意思を表明する】
意思表明申請書提出期間 2015年3 月20 日～2018年7 月31 日

【ガイドの公開】
国内において大会期間前トレーニングを実施するのに相応しい施設を全てのNOC／NPCに紹介し、国内に一
つでも多くの事前キャンプが誘致できるよう支援する目的をもって作成するもの

【選手団との交渉】

【キャンプ地の決定】
競技や種目によって出場決定の時期が違うため、キャンプ地の選定や決定時期も異なる。１年前に決定す
るところもあれば、既に決定しているところもある。(例 千葉 アメリカ陸上チームなど)

12http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1477546886/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly91cGxvYWQud2lraW1lZGlhLm9yZy93aWtpcGVkaWEvY29tbW9ucy90aHVtYi9mL2YyL1Rva3lvXzIwMjBfT2x5bXBpY3NfbG9
nby5zdmcvMjAwMHB4LVRva3lvXzIwMjBfT2x5bXBpY3NfbG9nby5zdmcucG5n/RS=%5EADBefrXnM.xx9lSdF7ZMJDXiHsoUcg-
;_ylt=A2RinFEGQhBYrx4AbBaU3uV7;_ylu=X3oDMTAyN3Vldmc1BDAD;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUUpzTUFxTklPaV9LNER2Q1RZOTJjemNqTjV3aGpZQmFqQU9fWDBGWW16bG9pbDg5TExVbm01MWt
GLQRwAzQ0S3E0NE9xNDRPejQ0T1U0NE9ENDRLdgRwb3MDMjEEc2VjA3NodwRzbGsDc2ZzdAR0dXJsAw--



誘致にあたっての必須条件

①練習施設（会場）

トレーニング会場として、各競技の国際競技連盟の技術要件を満たす
機能や仕様が備わっていること

②宿泊施設

旅館業法（昭和23 年法律第138 号）の「ホテル営業」「旅館営業」「簡易
宿所営業」許可を受けている施設、貸室・貸家施設、又は大学の学生寮
や合宿寮などの施設であること

野球の練習施設に係る要件はまだ発表されていないが、

上記の２つは整備する必要がある
13



2-1. 合宿地になることで、整備されるレガシー

野球関連施設 宿泊等について ボランティア＆おもてなし

・あぐりあなんスタジアムetc　4球場あり
・あなんアリーナ（屋内多目的施設）

「寿殿 えもと」（球場から500M）
⇒ 宿泊定員80名と収容人数の不足
⇒民泊を含めた対策が必要

・審判、放送記録員などスタッフあり
・60歳以上のチアガール　ABO60

表1. 阿南市の持つ資源

出典http://image.search.yahoo.co.jp/search?p=ABO60+%E9%98%BF%E5%8D%97&ei=UTF-
8&fr=top_ga1_sa#mode%3Ddetail%26index%3D6%26st%3D0

出典
http://image.search.yahoo.co.jp/search?p=%E9%98%BF%E5%8D%97%E5%B8%82%E5%A4%9A%E7%9
B%AE%E7%9A%84&search.x=1&tid=top_ga1_sa&ei=UTF-
8&fr=top_ga1_sa#mode%3Ddetail%26index%3D0%26st%3D0



野球のキャンプ地としてのレガシーを活かした政策提案

政策提案2
スポーツ合宿の聖地化

政策提案1
国際交流プログラム

ゴール！
野球のまち 阿南 として国内外へブランド構築



１.国際交流プログラム

野球を通じて、地元や町外、県外の方々が外国人の方々と交流
を行うとともに、日本の文化を理解をしてもらえるような体験活動
を交流プログラムとして行う。 16



対象 出場国の小学校高学年～中学生
• 二泊三日のプログラム

７時 ９時 １１時 １３時 １５時 １７時 １９時 ２１時 ２２時

受付 ①自己紹介 ②自然体験 ③伝統料理 入浴 消灯
一日目 13～14時 国紹介タイム 文化学習 子供野球サミット 休憩

開会式 アイスブレイク

ラジオ体操 昼食 伝統料理 入浴 消灯
二日目 朝食 休憩 ミーティング 休憩

ラジオ体操 閉会式
三日目 朝食 １２時～

⑥国別トーナメント

④合同練習 ⑤国別リーグ戦
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①自己紹介、国紹介、アイスブレイクタイム

自国の国の文化や歌や踊りを発表し合い、他国の理解を深める

②自然体験、文化学習

魚のさばき体験、うどん打ち体験、書道などを、日本の子供たちが中
心となって教える。

７時 ９時 １１時 １３時 １５時 １７時 １９時 ２１時 ２２時

受付 ①自己紹介 ②自然体験 ③伝統料理 入浴 消灯
一日目 13～14時 国紹介タイム 文化学習 子供野球サミット 休憩

開会式 アイスブレイク

ラジオ体操 昼食 伝統料理 入浴 消灯
二日目 朝食 休憩 ミーティング 休憩

ラジオ体操 閉会式
三日目 朝食 １２時～

⑥国別トーナメント

④合同練習 ⑤国別リーグ戦

出典：http://udoyoshi.com/archives/360
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７時 ９時 １１時 １３時 １５時 １７時 １９時 ２１時 ２２時

受付 ①自己紹介 ②自然体験 ③伝統料理 入浴 消灯
一日目 13～14時 国紹介タイム 文化学習 子供野球サミット 休憩

開会式 アイスブレイク

ラジオ体操 昼食 伝統料理 入浴 消灯
二日目 朝食 休憩 ミーティング 休憩

ラジオ体操 閉会式
三日目 朝食 １２時～

⑥国別トーナメント

④合同練習 ⑤国別リーグ戦

③子供野球サミット

1.2020年、野球がオリンピック種目に選ばれたが、今後も野球が継続して選ばれ続
けるにはどうしたらいいか

2.世界の野球を盛り上げるにはどうしたらいいか

3.自分たちの国の野球の現状と課題

4.戦術やトレーニング方法

これら4つを身振り手振りで話し合う。
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７時 ９時 １１時 １３時 １５時 １７時 １９時 ２１時 ２２時

受付 ①自己紹介 ②自然体験 ③伝統料理 入浴 消灯
一日目 13～14時 国紹介タイム 文化学習 子供野球サミット 休憩

開会式 アイスブレイク

ラジオ体操 昼食 伝統料理 入浴 消灯
二日目 朝食 休憩 ミーティング 休憩

ラジオ体操 閉会式
三日目 朝食 １２時～

⑥国別トーナメント

④合同練習 ⑤国別リーグ戦

④合同練習

⑤国別リーグ戦

⑥国別トーナメント

20



２.野球のスポーツ合宿の聖地化に向けた２つの取り組み

取り組み②
補欠選手の甲子園！

取り組み①
雪国の冬季キャンプ

野球環境に恵まれない人（チーム）を応援する町、阿南市を目指す
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Ｑ 冬に雪が降り積もる北海道、東北、北信越地方の高校野球チーム
は冬場、どのような練習を行うか？

Ａ ランニングやウエイトなどボールやグラウンドを使わない練習を行
う。(例外あり。室内練習場を持つ高校)

冬場もグラウンドで練習ができる地域のチームと差ができて
しまうのでは！？

①雪国の冬季キャンプ地として

私たちの問題意識・・

22



実際にデータを見てみても・・・ 夏の甲子園大会

・北海道 優勝２回！

・東北６県は優勝回数は、なんと0回
・北信越5県も・・

⇒長野県の１回のみ。

春の選抜大会では

・北海道 優勝0回
・東北も0回・・

・北信越５県は・・

福井県、長野県の１回ずつのみ・・

冬場の練習の質が強さと関係がある！？

①雪国の冬季キャンプ地として
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そこで！！！

冬でもほとんど雪が降らない阿南市の気候を利用して、冬でもキャン
プ地として設備が整っている施設で合宿を行う。

冬場、満足に練習ができない地域の人々の競技力向上につなが
る。室内施設が整っていない公立野球部を中心に招致することを
計画している。

①雪国の冬季キャンプ地として
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野球のスポーツ合宿の聖地化に向けた２つの取り組み

取り組み②
補欠選手の甲子園！

取り組み①
雪国の冬季キャンプ

野球環境に恵まれない人（チーム）を応援する町、阿南市を目指す

25



夏の高校野球大会で甲子園大会に出場チームの≪補欠選手≫、←
特に3年生を想定！の全国大会を 「あなんスタジアム」で開催する！

野球（スポーツ）は上手な人たちだけのものではない！補欠の選手
だって、負けないくらい野球が好きだ！レギュラーと同じくらい試合が
したい！応援だけで終わらせない夏にする！

阿南市を高校球児の第2の聖地へ

出典：阿南市ホームページhttp://www.city.anan.tokushima.jp/

②補欠選手の甲子園 ～あなんスタジアム～
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3. 政策評価
ＰＤＣＡサイクル
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政策を行った際の評価基準

28

海外からの参加者 子供参加者数 毎回40人以上
阿南市からの参加者 子供参加者数 毎回40人以上

プログラムの継続性 2年に1回、10年間継続して実施
国際的な知名度向上 海外からのHPアクセス数が毎年度、前年以上になる
国内的な知名度向上 TV、新聞での掲載回数が毎年度、前年以上になる
参加校数 冬休み、春休み期間の合宿高校数が6校以上
競技力向上 合宿参加チームから全国大会の出場校が出る
出場校数 甲子園出場チームの1/3 
PR 大会公式twitterのフォロワー数1000人

全体

スポーツ合宿の聖地化
冬季合宿

もうひとつの甲子園

国際交流プログラム



まとめ
２０２０年東京オリンピックでは、５００近くのキャンプ地が必要。

日本中のどの地域でもオリンピックを当事者としてかかわるチャンス！

徳島県阿南市を「野球」のキャンプ地にし、この町を野球の聖地にし、
阿南市といえば「野球」となるようなブランド力を高め、町の子供から高
齢者、町外や県外の人たちまで野球を通じて、皆で阿南市を支えるよう
な町づくりを、私たちは企画した。

29



まとめ
阿南市は、野球関連施設・宿泊施設・ボランティア＆おもてなしなどキャ
ンプ地にするための設備が整っている。

ここで、野球を通じて、地元や町外、県外の方々と外国人の方々と交流
を行い、日本の文化を理解をしてもらえるような体験活動を交流プログラ
ムとして行う。また、国内的、国際的な知名度の向上を目指す。

冬季合宿を行い、北海道、東北、北信越地方の高校野球チームの十分
な練習環境を整える。

補欠選手の甲子園 野球環境に恵まれない選手にも目標となる環境を
整える。

30



最後に・・・

自分たちは、これらの取り組みを通して、

徳島県阿南市に2020年東京オリンピック

の野球のキャンプ地として誘致し、

政策を実行し、阿南市の町おこし、

活性化を目指します。

31


	2020　東京オリンピックのキャンプ地を活用した地方創成��～「野球」のまち　徳島県阿南市を事例にして～
	目次
	6732
	１．政策提言の背景 ～オリンピックキャンプ地の必要性とレガシー～��地方に広がる事前キャンプ�
	キャンプ地に求められる３つの要素
	１－２．事例分析　キャンプ地のレガシーとは？�先行事例①　　～大分県 中津江村～
	１－２．事例分析　キャンプ地のレガシーとは？�先行事例①　　～大分県 中津江村～
	１－２．事例分析　キャンプ地のレガシーとは？�先行事例②　　～長野県 松本市～
	現状のまとめ
	～阿南市＝野球を目指して～
	2. 政策提案　（作戦フロー）
	キャンプ地が決まるまで
	誘致にあたっての必須条件�
	2-1. 合宿地になることで、整備されるレガシー
	 野球のキャンプ地としてのレガシーを活かした政策提案
	１.国際交流プログラム
	対象　出場国の小学校高学年～中学生
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	 ２.野球のスポーツ合宿の聖地化に向けた２つの取り組み
	スライド番号 22
	実際にデータを見てみても・・・
	そこで！！！
	野球のスポーツ合宿の聖地化に向けた２つの取り組み
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	まとめ
	まとめ
	最後に・・・

